

































































　国際化問題の良くできた教科書 The Globalization Reader（ed. by Frank J. Lechner and John Boli Blachwell 





















































































































































































































































































































































































能になる。national であることを飛び超えて inter-national たらむとするがごときは抽象的妄想以外の何物でもな
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い。」（和辻哲郎『倫理学』上巻、岩波書店、昭和 12 年 33 頁、昭和 40 年 30 頁）
　物質的にも精神的にも自給自足している個別国家の集合が、国際社会であると言っていいような昭和 12 年と対
比すると、国際社会の現実感が、ずっと高くなっている。日本の食糧自給率は、2000 年以降だいたいカロリーベー
スで 40%である。エネルギー資源自給率は、1980 年以降だいたい 20%以下である。


















房、2006 年）、ポール・コリアー『最底辺の 10 億人 : 最も貧しい国々のために本当になすべきことは何か ?』（中

























































































































































接近』石崎晴己訳、藤原書店 2008 年、59 頁）









介となる。」（トッド『文明の接近』石崎晴己訳、藤原書店 2008 年、133 頁）
　識字率と出生率に関して、トッド『文明の接近』（前掲 30 頁）によると、日本で男性識字率が 50%を超えたの














































感じた。偶然を表現した文学作品としては、ソートン・ワイルダーの『サンルイスレイの橋』（The Bridge of San 
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